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滋賀銀行の概要
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設 立 １９３３年（昭和８年）１０月１日

歴 史

１８７９年（明治12年） 第百卅三国立銀行設立

１８８１年（明治14年） 八幡銀行設立

１９３３年（昭和 8年） 滋賀銀行設立

総 資 産 ７兆７，６９４億円

従 業 員 数 １，９８３人（出向者除く）

店 舗 数
１３３ ｶ店
(うち代理店２５ｶ店、海外１ｶ店）
※拠点数 ： １１５ ｶ店

預 金 残 高 ５兆４，６７４億円（譲渡性預金含む）

貸 出 金 残 高 ４兆２０２億円

格 付
Ａ＋ （ＪＣＲ）

Ａ＋ （Ｒ＆Ｉ）

2021年3月31日現在

（1966年制定）

（2007年制定）



「環 境 経 営」
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格付内容をオープンにし、

環境保全を促進！！

①ＰＬＢへの賛同 ⇒ ②ＰＬＢ格付を取得 ⇒ ③ＰＬＢ資金借入

ISO14001、エコアクション等認証取得 グリーン調達・グリーン購入の取組

環境会計導入 コンプライアンスの推進部署の設置状況
法令違反の事実・可能性土壌汚染、騒音、振動等への取組

環境に配慮した製品・商品の取扱 環境報告書の発行

法令順守方針の策定 投資案件決定時の環境考慮対応

環境方針の策定
温室効果ガス排出量削減への取組

環境保全のボランティア活動

省エネ・省資源への取組 リサイクルへの取組

≪環境格付評価項目:15項目、3段階評価≫

＜2021年3月末実績＞

賛同先（事業先比）

11,375先（60.9％）

PLB格付 格付評価 金利引下げ幅

L１ 取り組みが先進的 ０．５％

L２ 取り組みが十分 ０．４％

L３ 取り組みが普通 ０．３％

L４ 今後の取り組みに期待 ０．２％

環境保全活動を促すインセンティブ： Ｌ５はなし 見えないものを 見える化する！
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環境格付評価融資（PLB資金） 2005年

2021年11月より「ESG評価制度」へバージョンアップ
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「エコオフィスづくり」 2015年 カーボンニュートラル店舗導入



2017年11月 しがぎんＳＤＧｓ宣言

地銀初

課題解決型金融情報サービス業への深化
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環境経営からサステナビリティ経営へ

環境経営
1990年後半～

2020/10/1
ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ方針

ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ戦略室
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ推進室

SD推進投融資 累計実行額 1兆円

温室効果ガス排出量 75％以上削減
2050年までに滋賀県のネットゼロ達成

SDGs･金融リテラシーの普及向上活動
次世代人材の育成活動 延べ3万人

マイルストーン2030（挑戦指標）
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2020年 責任銀行原則署名、サステナビリティ方針制定

＜ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ経営体制＞

＜責任銀行原則への署名（2020年2月）＞ ＜ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ方針制定（2020年10月）＞



・おにぎり屋さんの収益を活かして子どもを
笑顔にするプロジェクト。

・おにぎり食堂閉店(夕方)後、 2階でこども
食堂を開店。（コロナ対応のため、場所や
方法を変えて、無料塾、五平餅提供、病院
へのおにぎり差し入れなどを行っている。）

出典：野洲のおっさんおにぎり食堂ＨＰ

おにぎりで子どもたちを支援する食堂



住民の交流を生み出す情報発信基地
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・ 2017年9月に地元ディー
ラーがオープンした地域交流
を目的とした情報発信基地。

・２階にはギャラリーを設置し、
芸術家の創作活動や地域
コミュニティーの場として
提供している。

出典：Ｂｏｓｓ百町物語ホームページ



最大級のスノーレジャー×グランピングで地方を活性化
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2020年度スキー場来場者数は
過去最高の22万人超。
グランピング施設は2017年の
オープン以来予約の取れない
キャンプ場に。
若者が働き続けることができる
仕組みで地域活性化に貢献。

出典：グランスノー奥伊吹ＨＰ 出典：グランエレメントＨＰ



廃校となった校舎を
活用した菌床キノコの
新たな生産拠点

（菌床キクラゲ、シイタケ）

今津支店 八日市支店

Ｋ社
菌床キノコ類の
生産技術

高島市
廃校となった小学校
校舎を5年間無償貸与

連携

地域活性化の取り組みに向けて協力

地元住民の雇用の場 地域ブランドの創出 近隣農家への技術指導
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持続可能な特産品栽培に廃校舎を活用



非財務
情報

社会的
インパクト

財務
情報

■商品・サービス
■技術力
■人材
■ガバナンス

■事業内容
■業界動向
■競争環境など

事業性評価 ＥＳＧ
評価制度

ＳＤＧｓ
コンサル

+

企
業
価
値
の
向
上

地
域
経
済
の
発
展
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企業の将来性・成長性を評価 リスクと機会を認識 将来価値向上・発展

新たな評価軸でお取引先と対話
～地域経済のレジリエンス向上へ～

環境格付

・各10項目＝30項目で評価
・事業または企業全体が対象

15項目で評価


